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研究成果の概要（和文）： 

13大学の 3587名を語彙サイズテストの結果で 3分割して，各層の英語学習に対する意識を調

査した。その結果，各層を分けているのは認知使用能力であり，成績が低いと認知能力使用が

少なくなることを示した。そして内的価値観が多ければ多いほど英語力が高いと証明した。本

研究の結果から言えることは，内的価値観が認知方略使用の原因になっているので，あくまで

も内的価値観を高めることが優先させることと結論付けた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

3587 college students from 13 universities were divided into three levels according to 

the score of an English vocabulary test and investigated about their perception of English 

language learning. Result one was that one of the major factors which differentiate the 

upper from the middle and lower percentile groups was the use of cognitive strategies. 

Result two was that after investigating the cause and the effect between their use of 

cognitive strategy and intrinsic value, the latter was the cause of the former. Therefore, 

this study suggests teachers should try to develop their students’ intrinsic value for 

English language learning. 
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１． 研究開始当初の背景 
 日本の英語教育は，英語を使えるようにし

ているだろうかという疑問は常々抱いてい
た。パズルを解読するような受験技術は，私
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も経験してきたが，それがかなりできるよう
になっても英語を使う観点ではあまり意味
をなさいないことが多いが，何とかなること
もある。しかし，その「なんとかなる」レベ
ルに達するのは，同学齢のほんの一握りに過
ぎない。多くの学習者は，ほんの一握りにな
れないどころか初歩の段階で挫折しまって
いる。 
 

２．研究の目的 
日本の英語教育が，ほんの一握りにしか英

語が使える道を残していないで，多くを初歩
の段階で挫折させているのであれば，そのほ
んの一握りになる道を広げる方法はないの
か，挫折している学習者に救いをもたらす方
法はないのか。それが大学教員になってリメ
ディアル教育研究を手掛けるようになって
から考えていることだった。 
 

３．研究の方法 
本研究の英語学習の意識に関する尺度は，

先行研究から拾い出したもので,「認知スト
ラテジー使用」，「自己効力感」，「内的価値観」，
「自己調整学習」，「試験不安」,「授業への
要望」,「言語学習ビリーフ」の 7 つで，そ
の尺度を構成する調査紙項目は 62 である。
その項目で調査紙を作成した。英語の習熟度
の点からも被験者を類別する必要があるの
で，望月テストで英語習熟度を測り，被験者
を試験成績により，上・中・下位層にうまく
分類することができた。被験者全体は n=3587
で，成績上位層は n=816，中位層は，n=1942，
下位層は n=829 となった。 
  
４．研究成果 
(1)「大学生の英語学習意識構造について」 
語彙サイズテストで学習者を 3層分割し，天
井効果とフロア効果を調べた。すると，上位
では「英語を聞いたり，英語の番組を見るこ
とは英語の学習で重要であると思う」が天井
効果を示し，「英語を話したり，理解するた
めには，学校の英語の学習だけで十分であ
る」がフロア効果を示した。下位では「試験
についてはとても心配している」が天井効果
を示した。非常に当たり前の結果が出て実は
ほっとした。この研究は当たり前のことをき
ちんとデータで示すことが可能であると分
かったからである。 

まず，階層間に英語学習意識の差があるこ
とが実証されたので，とりあえず，得意な因
子分析をすることにした。被験者全体を対象
にした因子分析の結果，５つの因子：「認知
ストラテジー使用」，「自己効力感」，「授業に
対する要望」，「内的価値観」，「試験不安」が
抽出された。先行研究から設定した尺度は 7
つだったので，２つの尺度「自己調整学習」，
「言語学習ビリーフ」は，内的信頼性が低く

一つの因子としてまとまることができず，そ
の尺度を構成していた項目は他の因子に吸
収されてしまった。この結果も面白かった。
でも，日本の英語学習者に，まったく言語学
習ビリーフが無いのかというとそうでも無
いと思うので，追加の分析をやってみると，
以下のことが判明した。日本人学習者の英語
学習ビリーフとしては，「日本語を介し英語
を学ぶ意識」と「英語をコミュニケーション
の手段として学ぶ意識」が被験者の中に同居
している。この同居が日本の英語教育の実態
を反映していると判った。それで今度は，階
層別にこの同居に関して見ると，上位はこの
同居に対してやや肯定的で，中位と下位はよ
り肯定的である。そして上位にはその同居か
ら抜け出そうとする意識が醸成されつつあ
るのかもしれないということがわかった。 

それで，抽出された５因子を学力別に分散
分析と多重比較で調べることにした。その分
析で判ったことをまとめてみる。学力が高い
ほど，学習に対する意識が教室だけでなく外
に向かっている。そして，学習ストラテジー
の使用の差が上位，中位，下位を分離してい
る。しかし，認知的活動，自己効力感，学習
自律性に対する意識に関しては，上位層は，
中位層および下位層とははっきり違うが，中
位層と下位層とは明確には区別できないこ
とがわかった。本調査の結果，上位層は学習
に対する主体性を持っていると言えるので，
自律した学習者に近づいている。しかし，中
位層の学習の主体性に対する意識は下位層
の持つ意識と変わらない。英語学習に，充実
的価値観や実用的価値観を感じる内的価値
観においても上位層は，他層よりも高く感じ
ている。中位層は下位層より，ほとんどの項
目において数値的に高いが，実用的価値観は
ほとんど差がない。試験に対しての不安はど
の層にも存在する。しかし，中位層と下位層
は受験している間に精神的な不安定感をよ
り強く感じている。上位層はその不安を感じ
る度合いは低い。 
(2)「大学生の英語学習の意識格差について
の研究」 
 前の調査を受けて，各層の特徴をもう少し
詳しく描くために，各層別に因子分析をした。
上位層では 8 個の因子を抽出した：「認知方
略使用」，「自己効力感」，「授業での活動（授
業への要望）」，「評価」，「試験不安」，「実用
的価値観」，「充実的価値観」，「繰り返し方略
使用」である。中位層では，全体に対する因
子分析と同じ，5個の因子を抽出した：「認知
方略使用」，「自己効力感」，「授業への要望」，
「内的価値観」，「試験不安」である。中位層
の数が多いせいか全体の分析にいちばん近
いのは，中位層の結果であった。下位層でも，
5 個の因子を抽出した：「自己効力感」，「認知
方略使用」，「授業への要望」，「内的価値観」，



 

 

「試験不安」である。 
いずれの層の第 1 および第 2 因子は，「認

知方略使用」と「自己効力感」の 2つの因子
であった。しかし，面白いことに下位層の順
序が異なった。「認知方略使用」と「自己効
力感」の順序であるが，上位層と中位層では，
「認知方略使用」が第 1 因子で，「自己効力
感」が第 2 因子であった。しかし，下位層で
は，その順序が逆転し，「自己効力感」が第 1
因子で，「認知方略使用」が第 2 因子であっ
た。このことから，上位層と中位層は英語の
タスクにあたる時に，認知方略使用に意識を
持つのに対して，下位層は，「なんとかなる」
という自己効力感が先に来ることがわかっ
た。習熟度が低いクラスでは，中高の復習を
中心とした授業を受けて，先生も難しいこと
は要求しない。そういう授業にいれば，何と
かなると思う気持ちが先に来ることは理解
できる。まだ，上中下の 3層には違いがあり
そうなので，一つの因子からサブ因子の抽出
ができるかどうかを試すように何度も因子
分析をした。そうすると，下位に行くにした
がって，認知方略使用因子の結束性が緩くな
ることがわかった。つまり，認知使用能力を
統括しているメタ認知能力が弱いのだろう
と結論付けた。また，授業が中位層，下位層
の学習者のメタ認知能力を発達させるもの
になっていないとも考えられる。現在，多く
の学校で，学習者の英語習熟度を測定し，そ
のレベルに合わせた授業を行っている。それ
は，学習者の実力にあった授業をしようとす
る教員の配慮であるが，今回の調査の結果を
見ると，中位と下位の学習者にとって，その
ことは英語学習の意識を教室内に閉じ込め，
しかも授業での課題には何とか対処できる
という意識を与えるような変則的な自己効
力感を生んでいるのではないだろうか。つま
り，英語ができない学生のレベルに合わせよ
うと簡単な授業を行うことが一般的である
が，それではメタ認知を高めることはない。
ではどうすればいいのか。今ある大学生用の
教科書を見ていると，習熟度が低い学生ので
きないところを決めつけていると考えられ
る。しかし，習熟度が低い学生は個人によっ
てできないところが違うのではないか。だか
ら，第一に，教師がまず学習者の発達の最近
接領域(ZPD)を見極める力をつけることが重
要であろう。ヴィゴツキーの ZPD の考えに立
つと，教育とは，学習者の ZPD 内において，
教師を含む他者と学習者が協働し，学習者が
新知識や技術を習得する過程と言える。教員
は，学習者が，他者と協働しながらどのよう
にすればよりよく学習者の ZPDを押し上げる
ことができるかを考え，実行することを支援
するべきなのである。そうすれば，課題に対
して，認知方略をどのように使えばいいか，
実行した後では，それでよかったかどうかを

省察することなどによりメタ認知を発達さ
せることができる。しかし，与えられた課題
を見て，学習者が「なんとかなる」という気
持ちを持つようでは，ZPD を押し上げること
は難しい。そのためには，e-learning や個別
学習の研究が必要になると思う。 
 
(3)「日本の英語学習者の認知方略使用構造
について」 

前の論文についての発表した会場で質問
があった。「先生たちの発表内容はよくわか
る。自分が受け持っている学生の特徴を良く
とらえている。では，その学生に対してどう
指導すればいいのか教えてほしい」と言われ，
何も答えられなかった。それで，どうすれば
いいのか汗をかくことにした。方法は 2 つで
ある。1 つは，教育実践であり，他方は学習
者の意識のさらなる解明である。教育実践は
着々と進んでいるが，まだ発表のレベルでは
ない。その理由として，学習者の認知方略使
用が必ずしも解明されたとは言えないから
である。したがって，本稿で学習者の認知方
略使用構造についてのさらなる解明を試み
ることにした。つまり，前の論文「大学生の
英語学習の意識格差についての研究」では，
各層の認知方略使用と自己効力感の関係に
ついて記述した。それで，英語力下位層で，
「なんとかなる」という自己効力感が高まる
のは，与える課題が適切ではないという点つ
まり，教材の難易度や個別に対応する授業の
ために，学習者の ZPD を教員が適切に把握す
ることの必要性を述べた。 

認知方略使用を高めるためには，学習項目
の適切性だけでなく，英語を好きだとか，興
味があるとかという価値観も認知方略使用
に影響すると考えられるので，この研究では，
自己効力感以外の因子に焦点を当てること
にした。以前にも述べたように，被験者全体
の分析で，語彙サイズ試験の成績と相関して
上・中・下位層を分けているのは，「認知方
略使用因子」である r(3587)=0.208**ことが
判明した。そこで，前回の分析では自己効力
感との比較であまり深く実施していなかっ
た各層の認知方略使用についてさらなる掘
り下げや，各層別に認知方略使用の差を明ら
かにしようとした。 

被験者全体に対する因子分析では，第 1 は
「認知方略使用因子」で，第 2は「自己効力
感因子」，第 3 は「授業への要望因子」，第 4
は「内的価値観因子」である。これらの因子
間の相関を調べてみると，第 1と第 2因子の
関係は r(3587)=0.050**と相関は無い。それ
に比較し，第 1 と第 3 因子の関係は
r(3587)=0.359**と中程度の相関で，第 1 と
第 4 因子の相関は r(3587)=0.701**と強い。
したがって，学習者の認知方略使用は第 3 因
子の「授業への要望因子」と第 4因子の「内



 

 

的価値観因子」により強く影響を受けている
と考えられる。研究の方法としては，1）学
習者の「認知方略使用因子」について，被験
者の全体，上・中・下位層の因子分析結果を
比較してみる。2）「認知方略使用因子」に影
響を与えている 2つの因子「授業への要望因
子」と「内的価値観因子」を構成している質
問項目の比較分析による。そして研究の結果，
上位層の認知方略使用についてであるが，こ
の層の学習者は，認知方略能力をある程度発
達させている。興味深いのは，学習して自分
が重要と思った事項は，自分の言葉に言い換
えるように努めていることである。そして既
知情報の使用に長けている。その結果，教科
書等の内容を何となく理解するのではなく，
自分の言葉に置き換えて理解をしている。こ
のことが，上位層が知識の内在化を得意とし
ていることを示している。そのうえ，失敗の
省察がある。次に，上位層の授業への要望に
関してであるが，内発的動機が認知方略使用
に大きく影響しているし，授業において評価
を意識するのでは無く，授業を充実させるこ
とに関心が高い。授業で扱う題材や活動，学
習目標，学習活動形態に興味がある。そして，
内的価値観についてであるが，多くの内的価
値観を密接に認知方略使用に関係させ，学習
の成果を新しい課題に利用し成績をあげて
いる。また，学習やコミュニケーションを役
に立たせるものにすることと全体的な流れ
をつかむことは，どの層でも相関を持つが，
上位層ではその関係がより強い。そして，授
業への要望では，難しい内容を好む項目を内
的価値観にしているので，チャレンジ精神が
あると言える。 
中位層の認知方略使用についてであるが，中
位層は認知方略能力をある程度発達させて
いる。認知方略能力で英語の課題に対処して
いる。既知情報の使用に長けている。そして，
失敗に対する省察がある。しかし，重要なこ
とは自分の言葉に言い換えるようにしてい
ない。したがって，教科書等の内容を何とな
くにしか理解していない。このことが 2つの
層を分けている。 

次に，中位層の授業への要望に関してであ
るが，内発的動機だけでなく，試験などの外
発的動機も若干影響している。そして，内的
価値観についてであるが，面白いことに，こ
の価値観は，上位層より，中位層そして下位
層となるにしたがい，「内的価値観因子」を
構成する要素が少なくなるし，認知方略使用
との結び付きも弱くなる。また，学習の成果
を新しい課題に利用していないので，その結
果，成績をあげることができない。学習やコ
ミュニケーションを役に立たせるものにす
ることと全体的な流れをつかむことは，この
層でも相関を持つが上位層ほど強くない。そ
して，授業への要望では，難しい内容を好む

項目が内的価値観にないので，チャレンジ精
神に欠けると言える。 

下位層の認知方略使用についてであるが，
この層は英語課題に対する認知方略能力が
未発達であると考えられる。その原因につい
ては推定でしか言えないが，英語の課題に真
摯に取り組む頻度が少なかったからであろ
う。そのため，認知方略能力以外でそれに近
い自己調整学習能力，内的価値観や言語学習
ビリーフなどの意識を他の層より多く用い
ることにより，英語の課題に対処している。
また，中位層と同様に，下位層は教科書等の
内容を何となく理解して，重要なことは自分
の言葉に言い換えるようにしていない。既知
情報の使用に長けていない。そして，失敗の
省察も無い。 

次に，授業への要望に関してであるが，下
位層は，認知方略使用はかなり外発的動機に
影響されているといえる。特に評価を意識し
たものであるといえる。そして，内的価値観
についてであるが，下位層は，内的価値観を
構成する要素も少なくなり，認知方略使用と
の結び付きもさらに弱い。そのため，学習の
成果を新しい課題に利用し成績をあげるこ
とができない。学習やコミュニケーションを
役に立たせるものにすることと全体的な流
れをつかむことは，この層でも相関を持つが，
上位層ほど強くない。そして，授業への要望
では，難しい内容を好む項目が内的価値観に
ないので，チャレンジ精神に欠けると言える。
次に，内的価値観についてであるが，3 層の
比較では，英語力が低くなると，認知的方略
使用因子と内的価値観因子の関係が弱くな
るし，上位層が，学習に興味を持つことで，
頑張りに対して効果的に対処しているが，勉
強が楽しいと感じないと努力しない傾向は
日本の学習者全般にある。また，日本の大学
生のすべての層の認知方略使用に，英語でコ
ミュニケーションをしたいという希望が影
響力を与えていることも判明した。 
3 層の比較の結果，内的価値観と認知方略志
向が密接に関連していることが判明した。英
語学習に対する内的価値観が高い学習者が
英語の習熟度を高めているので，英語力が下
位層の学生を指導する教員は，学習者の ZPD
の把握だけでなく，内的価値観を高めるよう
な指導をもしなければならない。 
 
(4)「日本の英語学習者の認知方略使用に影
響を与える要因ついて」 

前の研究の結果を記述しているときに，以
下のリサーチ・クエスチョンが生まれた。RQ 
1．下位層の認知方略の結び付きを弱くして
いる原因はなにか。RQ 2．内的価値観因子が
認知方略使用因子に相関が高いことはわか
るが，どちらがどちらの原因になっているの
だろうか。RQ 3. いままでの論文で扱ってい



 

 

ないが，試験不安因子も認知方略使用因子に
影響を与えている。その関係はどうなのだろ
うか。それで。今回の分析には，因果関係を
調べることに適している共分散構造分析を
使用することにした。分析の結果であるが，
RQ1 に関しては，中位層の認知方略使用因子
の結束を特に弱くしている項目は，「学習が
うまくいくように教科書の概要をつかむよ
うにしている」であり，その項目との組み合
わせの結束が低い。下位層では，中位層と同
じように，「学習がうまくいくように教科書
の概要をつかむようにしている」の項目と
「英語を理解するためには英語を日本語に
訳さなければならない」と「英語の授業で与
えられる課題を，自分はうまくこなせると思
う」が，絡んでいる組み合わせであった。 
次に，RQ2 と RQ3 に関する調査は２つある，
まず初めは，認知方略使用の原因になってい
る他の因子の項目である。上位層の認知方略
使用には，英語学習の興味・関心，コミュニ
ケーションに対する関心，そして試験に対す
る不安が影響していることがわかった。中位
層では，コミュニケーションへの興味関心が
消え，英語学習の興味・関心と試験不安が認
知方略使用に影響を与えていることがわか
った。下位層では，英語学習への興味関心が
消え，コミュニケーションへの関心と試験不
安が認知方略使用に影響を与えていること
がわかった。RQ2とRQ3に関する次の調査は，
前の調査とは逆に，他の因子の項目で認知方
略使用の原因になっている項目である。上位
層で，他の因子に影響を与えている認知方略
使用の項目は 4 項目で，「試験のために勉強
する時，できるだけ学んだことを思い出そう
としている」，「先生が言っている内容がよく
理解できない時でも理解しようと努めてい
る」，「宿題をする時，問題に正しく答えられ
るように授業で先生が言ったことを思い出
すようにしている」，「試験の結果が悪かった
時でも失敗から学ぶようにしている」が原因
になっている。中位層で他の因子に影響を与
えている認知方略使用の項目は 3項目で，「こ
のクラスで教えられている内容は理解でき
ると思う」，「試験の結果が悪かった時でも失
敗から学ぶようにしている」，「試験のために
勉強する時，できるだけ学んだことを思い出
そうとしている」が原因になっていた。下位
層では 4 項目，「このクラスで学んだことを
他の授業でも使えると思う」，「英語を聞いた
り，英語の番組を見ることは英語の学習で重
要であると思う」，「英語の授業で学んでいる
内容は知っておくと役に立つと思う」，そし
て「あるテーマを学習している時に，全体的
な流れをつかむようにしている」であった。
上位層と中位層が複数の因子の原因になっ
ているけれど，下位層では授業への要望因子
に影響しているだけであった。では，認知方

略使用の原因となる内的価値観を増やすに
はどうすればいいのだろうか。この論文の考
察で，上位層と中位層では，「興味深い」と
「重要である」は共有しているが，2 つの層
の違いは，上位層が「英語は役に立つ」とい
う意識や「コミュニケーションのために学習
する」という意識を持っていると述べた。こ
のことは，上位層は英語を役に立たせている
経験や実際のコミュニケーションを経験し
ていて，中位層はその経験が無いことが原因
だろうと推察できる。そうすると，やはり，
英語がある程度熟達しないと，そのような経
験ができないので内的価値観が高くならな
いのではないかという意見が出る。しかし，
本研究の結果から言えることは，内的価値観
が認知方略使用の原因になっているので，あ
くまでも内的価値観を高めることが先であ
るということである。さて，考えてみよう。
よく言われることだが，英語の熟達度を高く
しないと，英語は使えるようにならないだろ
うか。実際に，そう考えられていることが多
いと思う。現在の日本の英語教育では上位層
や中位層に対して，英語の基礎知識をつけた
上でのコミュニケーション指導は研究・実践
されてきたが，下位層にはまず基礎知識の再
教育という考えが主流を占めているので，英
語でのコミュニケーション指導はほとんど
考えられてこなかった。しかし，本研究は，
下位層にはまず基礎知識の再教育という考
えではうまくいかない現実を裏付けた。では，
どうすればいいのか。下位層に対してもコミ
ュニカティブな指導をすべきであろう。しか
し，上位層や中位層に対しての英語のコミュ
ニケーション指導法をそのまま下位層に移
植しても基礎知識が無い分，うまくいかない
だろう。だから，下位層に対する英語のコミ
ュニケーション指導は，文法的に正確を期す
窮屈なものではなく，文法ミスや言い間違い
を大いに許容し，身ぶり手ぶりを使って「伝
わること」に焦点を置いたものになるべきで
あろう。このように，下位層に対する英語の
コミュニケーション指導を研究するのもリ
メディアル研究の一つの大きな役割である
と考える。 
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